
井
上
栄
太
郎
…
…
下
荻
野
村

山

川

市

郎
…
…
飯
山
村
、

相
愛
社
員
、

明
治
十
八
年
大
阪
事
件
に

参
加

森

豊

吉
…
…
飯
山
村
、

後
に

郡
会
議
員

斎

藤
貞

輔
…
…
厚
木
村
、

父
は
戸
長

沼
田
初
五
郎
…
…
及
川
村
、

後
に

戸
長
・

郡
会
議
員

村
上
安
次
郎
…
…
三
田
村
、

後
に

郡
会
議
員

井
上
篤
太
郎
…
…
戸
長
、

相
愛
社
幹
事
、

明
治
十
八
〜
二
十
二
年
県
議

小
宮
保
次
郎
…
…
下
川
入
村
、

田
畑
合
計
三

町
二

反
三
〓
（
明
治
十
年
下
川
入
村
反
別
地
価
書
上

帳
）、

同
十
四
年
十
一

町
六
反
一

〓
・

同
二

十
二
年
十
五
町
五
反
一

〓
（
大
畑
前

掲
書
）、

酒
造
業
・

製
茶
・

養
蚕
を
営
む
、

相
愛
社
・

講
学
会
幹
事
、

同
郡
自
由

党
監
督
、

明
治
十
五
〜
十
六
・

二

十
一

〜
二
十
三
年
県
議

霜
島
久

円
…
…
戸
室
村
、

相
愛
社
副
会
長
、

同
郡
自
由
党
監
督
、

明
治
？

〜
十
八
年
県
議

杉
浦
花
吉
郎
…
…
三
増
村
、

後
に

郡
会
議
員

岡
本

与
八
…
…
三
増
村
、

筆
生
、

後
に

郡
会
議
員

川
井
房
太
郎
…
…
妻
田
村
、

筆
生
、

父
が
安
太
郎
な
ら
田
畑
其
他
計
八
町
七
反
九
畝
（
田
畑
其
他
反
別
取
調
地
引
帳
）

△天

野

政
立
…
…
中
荻
野
村
、

安
政
元
年
生
れ
、

士
族
、

戸
長
、

郡
役
所
書
記
、

相
愛
社
幹
事
、

明
治
十
八
年
大
阪
事
件
に

参
加

△黒
田

黙
耳
…
…
厚
木
村
、

士
族
、

郡
役
所
主
席
書
記
、

相
愛
社
会
長

豪農民権家小宮保次郎家　小宮守氏蔵
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△村
上
安
太
郎
…
…
三
田
村
、

村
上
安
次
郎
の

兄

△小
長
井
崎
太
郎
…
…
中
津
村

△梅

沢

董
一

…
…
中
津
村

△三

橋
久
四

郎
…
…
恩
名
村

△原

田

喜
一

…
…
小
野
村

△斎

藤

某
…
…
上
荻
野
村

△熊

坂

芳

造
…
…
山
際
村
、

教
員

（
大
畑
哲
『
相
州
に
お
け
る
自
由
民
権
運
動
と
豪
農
の

実
態
』（
私
版
）、
同
「
自
由
民
権
期
に

お
け
る
在
地
自
由
党
の

組
織
形
態
」『
倫
社
・

政
経
研
究

』
八
号
、「
神

奈
川
県
下
の

自
由
党
員
名
簿
」『
三
多
摩
自
由
民
権
史
料
集
』
下
巻
、

『
神
奈
川
県
史
編
集
資
料
集
第
六
集
』
難
波
家
・

自
由
民
権
関
係
文
書
、

明
治
史
料
研
究
連
絡

会
『
明
治
前
期
府
県
会
議
員
名
簿
』
上
、

△

を
付
し
た
者
が
「
自
由
党
員
名
簿
」
に

見
え
な
い

党
員
で

あ
る
。

）

大
衆
組
織
を
持
っ

た
愛
甲
郡
自
由
党

当
初
同
郡
の

自
由
党
員
は
、

協
議
事
項
が
あ
る
と
党
員
会
議
を
開
い

て

決
定
す
る
と
い

う
方
法
で

活
動
し
て
い

た
。

た
と
え
ば
、

一

八
八
三
（
明

治
十
六

）
年
六
月
二
十
二
日
に

は
、

総
理
板
垣
帰
朝
宴
会
に

出
席
す
る
総
代
決
定
の

件
で
三
田

村
の

金
子
屋
に

集
会
を
持
っ

て

い

る
。

ま
た
、

板
垣
ら
を
迎
え
る
遊
説
運
動
の

展
開
の

た
め

に
、

同
年
七
月
十
日
か
ら
党
員
会
議
を
開
く
の

で

あ
る

が
、

こ

の

時
に

は
同
郡
の

霜
島
・

難

波
・

井
上
・

川
井
・

岡
本
・

小
長
井
・

沼
田
・

斎
藤
・

三
橋
・

天
野
・

黒
田
・

小
宮
の

ほ
か
に
、

大
住
郡
か
ら
宮
田
寅
治
、

高
座
郡
か
ら
山
本
作
左
衛
門
が
参
加
し
て
い

る
。

こ
の

よ
う
な
党
員

愛甲郡自由党員内規
難波春美氏蔵
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会
議
は
、

同
年
八
月
二
十
九
日
、

十
一

月
十
四
日
、

同
十
六
日
に

も
開
か
れ
て
い

る（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二
九
）。

翌
一

八
八
四
年
（
明
治
十
七

）
五
月
十
一

日
、

愛
甲
郡
自
由
党
員
内
規
が
決
定
さ

れ
た
。

こ

の

内
規
は
、

「
愛
甲
郡
自
由
党
員
ノ

総
務
ヲ

整
理
ス

ル

為
メ

」
す
な
わ
ち
組
織
と
運
営
を
明
確

に

す
る
た
め
に

設
け
ら
れ
た
の

で

あ
る
。

党
の

会
議
は
毎
月
一

度
第
二
日
曜
日
と
定
例
化
し
、

任
務
分
担
と
人
事
は
つ

ぎ
の

よ
う
に

決
め
ら
れ
た
。

鑑
督

二
名
（
小
宮
保
次
郎
・

霜
島
久
円
）

内
部
担
当
　
二

名
（
難
波
惣
平
・

佐
伯
重
三
郎
・

兼
務
村
上
安
次
郎
）

外
部
担
当
　
二
名
（
井
上
篤
太
郎
・

岡
本
与
八

）

会
計
担
当
　
二

名
（
村
上
安
次
郎
・

森
豊
吉
・

兼
務
小
宮
保
次
郎
）

制
裁
担
当
　
二

名
（
当
日
三
名
選
出
、

沼
田
初
五
郎
・

山
川
市
郎
・

杉
浦
花
吉
郎
）

監
督
は
、

い

わ
ば
委
員
長
役
で

あ
る
が
、

複
数
制
に

な
っ

て

い

る
。

内
部
担
当
に
つ

い

て

は
、

「
常
ニ

郡
内
ヲ

遊
説
シ

テ
党
員
并
ニ

賛
成
者
ヲ

誘

募
ス

ル

事
ヲ

掌
ル

但
重
要
ノ

事
起
ル

時
ハ

必
ス

監
督
ニ

商
議
シ

テ
後
チ
之
ヲ

決
行
ス

ベ

キ
者
ト
ス

」、

外
部
担
当
に

つ

い

て

は
、

「
他
郡
若
ク
ハ

他
府

県
ニ

向
フ

テ
主
義
ヲ

拡
張
ス

ル

事
并
ニ

他
郡
若
ク
ハ

他
府
県
ノ

同
志
者
ト

往
復
通
信
ス

ル

事
ヲ

掌
ル

但
同
上
」
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

内
規
が
採
択
さ
れ
る
前
月
に
、

相
愛
協
会
申
合
規
則
が
一

足
早
く
設
け
ら
れ
て
い

る
。

同
会
に
つ

い

て

は
、

す
で
に

前
節
で

ふ

れ
た
が
、

「
自
由
党
ヲ

助
成
ス

ル

」
組
織
で
、

会
員
は
党
員
と
賛
成
者
で

構
成
さ
れ
て
い

る
。

こ

の

規
則
を
見
る
と
、

二
、

三
の

点
を
除
き
内
規
と
ほ

と

ん
ど

同
文
で

あ
る
。

違
い

の
一

つ

は
担
当
事
務
規
定
で
、

規
則
の

場
合
、

監
督
二

名
、

庶
務
担
当
二

名
、

文
事
担
当
二

名
、

武
事
担
当
二

名
、

会
計
担
当

相愛協会申合規則
難波春美氏蔵
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二
名
、

制
裁
担
当
二

名
に

な
っ

て
い

る
（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
三
一

）。

そ
れ
で

は
、

こ

の

自
由
党
後
援
会
と
で

も
い

う
べ

き
大
衆
組
織
は
、

実
際

に

動
い

て
い

た
の

で

あ
ろ
う
か
。

現
存
す
る
資
料
で

は
、

財
政
上
重
要
な
機
能
を
果
た
し
て
い

た
こ

と
が

わ
か

る
。

「
明
治
十
五
年
十
月
二

十
二
日

自
由
党
本
部
分
担
金
課
出
簿
」
に

は
、

神
崎
正
蔵
・

橘
川
文
次
郎
・

川
井
房
五
郎
・

神
崎
正
兵
衛
が
、

党
員
と
同
額
の
一

円
を
拠
出
し
て
い

る
し
、

「
明
治
十
七
年
一

月
　
党
与
資
金
寄
附
応
募
収
入
簿
」
に

は
、

党
員
以
外
に

森
甚
太
郎
・

松
井
日
明
・

土
屋
重
吉
・

加
藤
政
福
・

柳
田
富
三
・

難
波

富
雄
・

難
波
清
太
郎
・

高
橋
吉
重
郎
・

石
射
清
太
郎
・

三
浦
政
憲
・

小
島
直
吉
・

大
沢
勝
丸
・

石
塚
初
五
郎
・

難
波
安
太
郎
・

小
林
茂
平
・

三
栖
宮

造
・

佐
藤
市
太
郎
・

難
波
富
五
郎
・

難
波
孫
次
郎
・

難
波
正
太
郎
・

伏
見
喜
作
・

斉
藤
作
太
郎
・

神
崎
正
兵
衛
・

中
村
得
治
・

小
野
沢
龍
吉
と
い

う

支
持
者
が
醵
金
し
て

お
り
、

そ
の

数
は
党
員
を
上
回
る
の

で

あ
る
（『
難
波
家
・

自
由
民
権
関
係
文
書
』）。

こ

の

よ
う
な
自
由
党
を
支
え
る
二

重
の

組
織

の

存
在
は
、

き
わ
め
て

注
目
す
べ

き
事
実
で

あ
り
、

相
愛
協
会
発
足
前
に

す
で
に

実
体
が
あ
っ

た
こ

と
が
わ
か
る
。

同
党
を
と
り
ま
く
大
衆
組
織
に

は
、

こ

の

ほ
か
に

講
学
会
・

愛
甲
婦
女
協
会
が
あ
っ

た
。

愛
甲
郡
自
由
党
の

主
な
活
動
と
し
て

は
、

一

　
講
学
会
に

よ
る
学
習
活
動
、

二
　
総
理
板
垣
退
助
・

中
島
信
行
・

加
藤
平
四
郎
・

内
藤
魯
一

ら
党

幹
部
を
招
い

て

展
開
し
た
遊
説
活
動
と
大
懇
談
会
（
一

八
八
三
年
七
月
二

十
〜
二

十
五
日

）、

三
　
自
由
党
本
部
の

資
金
募
集
へ

の

積
極
的
な
対
応
、

四

松
方
デ
フ

レ

下
に
お
け
る
地
租
軽
減
運
動
（
第
五
節
参
照
）
を
挙
げ
る
こ

と
が
で

き
る
。

四
　
県
下
の

立
憲
改
進
党

自
由
党
結
成
の

翌
年
、

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
四
月
一

日
に

発
足
し
た
立
憲
改
進
党
は
、

い

う
ま
で

も
な
く
下
野
し
た
大
隈
重
信
ら
元
高
級

官
僚
と
都
市
民
権
派
知
識
人
の
一

部
に
よ
っ

て

結
成
さ
れ
た
政
党
で

あ
る
。

自
由
党
が
、

そ
の

基
盤
を
小
ブ
ル

ジ
ョ

ア
的
発
展
を
と
げ
つ

つ

あ
る
農
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民
層
と
非
特
権
的
商
工
業
者
に

置
い

て
い

た
の

に

た
い

し
、

改
進
党
の

場
合
、

都
市
の

商
工
業
者
と
地
方
の

名
望
家
・

資
産
家
に

そ
の

基
盤
を
置
い

て
い

た
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。

両
党
は
、

議
院
内
閣
制
や
財
政
共
議
権
の

要
求
な
ど
一

致
点
も
多
か
っ

た
。

も
っ

と
も
現
実
に

は
両
党
の

共
闘
は
な

く
、

む
し
ろ
対
立
し
た
。

両
党
の

政
治
理
論
に
お
け
る
違
い

は
、

「
皇
権
と
民
権
」
の

関
係
を
ど
う
考
え
る
か

に
か
な
り
は
っ

き
り
出
て

く
る
。

両

者
の
関
係
を
自
由
党
は
逆
比
例
関
係
で
と
ら
え
る
の

に

た
い

し
、

改
進
党
は
そ
れ
を
正
比
例
す
る
も
の

と
し
て
と
ら
え
て
い

る
。

少
な
い
党
員

県
下
の

改
進
党
員
は
自
由
党
員
に

比
べ

る
と
き
わ
め
て

少
な
い
。

一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
、『
東
京
横
浜

毎
日
新
聞
』
が
掲
載
し
た
同
党
名
簿
に

見
え
る
党
員
は
つ

ぎ
の

十
六
名
で

あ
る
。

こ

れ
に

よ
れ
ば
、

著
名
人
島
田
三
郎
・

肥
塚
龍

も
居
住
す
る
横
浜
区
に

党
員
が
多
く
、

一

定
の

商
人
層
の

支
持
を
得
て
い

た
こ

と
が
推
定
さ
れ
る
。

ま
た
、

演
説
会
で

有
名
な
顕
猶
社
の

発
起
人
三

名
の

う
ち
青
山
和
三
郎
と
斎
藤
忠
太
郎
の

二
名
が
参
加
し
て
い

る
の

が
注
目
さ
れ
る
。

島
田

三

郎
…
…
嘉
永
五
年
生
ま
れ
、

横
浜
区
、

明
治
十
五
〜
二

十
年
県
議
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
員
、

嚶
鳴
社
員
、

の

ち
衆
議
院
議
員

肥

塚

龍
…
…
嘉
永
元
年
生
ま
れ
、

横
浜
区
、

明
治
十
五
〜
十
七
年
県
議
、

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
員
、

嚶
鳴
社
員
、

の

ち
衆
議
院
議
員

来
栖
壮
兵
衛
…
…
横
浜
区
北
仲
通
、

平
民
商
、

交
詢
社
員
、

明
治
十
四
〜
二
十
一

年
県
議

茂
木
六
兵
衛
…
…
元
治
元
年
生
ま
れ
、

横
浜
区
浅
間
町
、

木
久
屋
醬
油
譲
造
店
を
営
む
旧
家
、

肥
料
販
売
業
兼
営

中
山
忠
次
郎
…
…
横
浜
区
、

平
民
商
、

明
治
十
六

〜
十
七
年
県
議
、

戸
長

青
山
和
三
郎
…
…
顕
猶
社
発
起
人
、

同
社
演
説
会
で

活
躍

関
島
守
兵
衛
…
…
横
浜
区
、

明
治
二

十
三
〜
二

十
四
年
県
議

斎
藤
忠
太
郎
…
…
安
政
六
年
埼
玉
県
生
ま
れ
、

明
治
十
年
横
浜
に

移
住
、

家
業
質
商
、

修
文
館
で

英
学
を
学
ぶ
。

顕
猶
社
発
起
人
、

同
社
演
説
会
で

も

っ

と
も
活
躍
、

早
稲
田
専
門
学
校
に

学
ぶ
。

明
治
二

十
二

年
日
本
絹
綿
紡
績
会
社
の

支
配
人
、

同
二

十
九
年
渡
米
、

の

ち
東
京
移
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民
合
資
会
社
設
立
、

移
民
二

万
五
千
余
人
に

及
ぶ
。

神
奈
川
県
参
事
会
員
、

横
浜
市
会
議
員
、

商
業
会
議
所
議
員

横
地

安
次
…
…
横
浜
区
元
町
、

菓
子
製
造
業
、

交
詢
社
員
、

顕
猶
社
員

そ
の

ほ
か
大
野
甚
右
衛
門
（
橘
樹
郡
笠
生
村

）田
中
晋
、

下
田
彦
兵
衛
、

桜
井
金
八
（
北
多
摩
郡
吉
祥
寺
村

）、
吉
田

英
一

、

柳
下
藤
一

郎
、

福
島
浜
吉

に
つ

い

て

は
、

詳
細
を
明
ら
か
に

す
る
こ

と
が
で

き
な
い
。

（
林
茂
「
立
憲
改
進
党
員
の

地
方
分
布
」『
社
会
科
学
研
究
』
九
巻
四
・

五
号
、

明
治
史
料
研
究
連
絡
会

『
明
治
前
期
府
県
会
議
員
名
簿
』
上
、

高
橋
昌
郎
『
島
田
三
郎
』、

松
尾
章
一

『
自
由
民
権
思
想
の

研

究
』（
第
三
章
）、『
横
浜
成
功
名
誉
鑑
』、
後
藤
靖
「
自
由
民
権
期
の

交
詢
社
名
簿
」
立
命
館
大
学
『
人

文
科
学
研
究
所
紀
要
』
二

四
号
、

渡
辺
奨
「
自
由
民
権
運
動
の

高
揚
期
に
お

け
る
横
浜
政
治
結
社
の

動
向
」『
神
奈
川
県
史
研
究
』
五
号
）

本
県
の

場
合
、

の

ち
に

改
進
党
に

加
わ
る
嚶
鳴
社
の

影
響
が
も
っ

と
も
強
か
っ

た
県
で

あ

る
。

例
え
ば
、

一

八
八
一

（
明
治
十
四

）
年
十
一

月
よ
り
一

八
八
二
（
明
治
十
五

）
年
六
月
ま

で
の

嚶
鳴
社
・

東
京
横
浜
毎
日
新
聞
社
系
の

演
説
会
は
三
十
二
回
で
、

自
由
党
系
十
八
回
の

二

倍
に

近
い

（
渡
辺
奨
「
自
由
民
権
運
動
に
お
け
る
都
市
知
識
人
の

役
割
」『
歴
史
評
論
』
一

六
六
号
）。

に

も
か
か
わ
ら
ず
組
織
率
が
低
い

理
由
に
つ

い

て

は
、

東
京
の

知
識
人
を
中
心
に

上
か
ら
組

織
化
し
よ
う
と
す
る
政
党
組
織
論
に

反
発
し
た
た
め
で

は
な
い

か
な
ど
の

推
測
も
で

き
る
が

ま
だ
不
明
の

点
が
多
い
。

そ
れ
で

は
県
下
の

立
憲
改
進
党
員
の

組
織
化
は
ど
う
な
っ

て
い

た
の

で

あ
ろ
う
か
。

「
立

憲
改
進
党
趣
意
書
及
ヒ

規
約
、

立
憲
改
進
党
神
奈
川
県
支
部
規
則
」
と
い

う
表
題
の

文
書
に

立憲改進党趣意書及び神奈川県支部規則　広瀬宣昭氏蔵
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よ
れ
ば
、

県
支
部
規
則
が
で

き
た
の

は
一

八
九
五
（
明
治
二

十
八

）
年
十
月
十
四
日
に

な
っ

て

い

る
。

し
た
が
っ

て
、

前
述
し
た
南
多
摩
郡
自
由
党

や
愛
甲
郡
自
由
党
の

よ
う
な
組
織
は
県
下
の

改
進
党
の

場
合
ま
だ
成
立
せ

ず
、

そ
の

組
織
化
は
お
く
れ
た
と
考
え
て
よ
い

で

あ
ろ
う
。

全
般
的
に

見
て
、

立
憲
改
進
党
に
つ

い

て

の

研
究
や
資
料
発
掘
は
、

自
由
党
の

そ
れ
に

比
べ

る
と
ま
だ
少
な
く
、

今
後
の

調
査
の

進
展
に

待
つ

と

こ

ろ
が
大
き
い

（
資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
三
五
）。

第
四
節
　
自
由
民
権
運
動
の

思
想

一

　
自
由
民
権
思
想
の

普
遍
性

全
国
的
に

み
て

自
由
民
権
運
動
は
十
年
ほ
ど
で

敗
退
す
る
の

で
、

整
然
と
し
た
思
想
の

体
系
を
う
ち
た
て

る
ま
で
に

い

た
ら
な
か
っ

た
。

さ
ま
ざ

ま
の

思
想
が
混
沌
と
し
て

存
在
す
る
な
か
で
、

人
権
思
想
を
豊
か
に

展
開
す
る
可
能
性
を
秘
め
つ

つ
、

体
系
化
し
て

根
を
お
ろ
す
余
裕
の

な
い

ま
ま

に

歴
史
の

伏
流
と
化
し
た
。

県
下
の

事
情
も
ま
た
同
様
で

あ
る
。

自
由
民
権
運
動
は
、

す
ぐ
れ
た
政
治
運
動
で

あ
っ

た
。

民
権
運
動
が
要
求
し
た
も
の

を
ご
く
簡
潔
に

ま
と
め
て

み
る
な
ら
ば
、

国
会
開
設
・

憲
法

制
定
・

地
租
軽
減
・

地
方
自
治
・

不
平
等
条
約
改
正
の

五
つ

に

な
る
で

あ
ろ
う
。

こ

の

う
ち
、

国
会
開
設
と
国
民
議
会
方
式
に
よ
る
憲
法
制
定
の

主

張
は
、

無
限
の

天
皇
大
権
を
前
提
と
す
る
有
司
専
制
を
国
民
の

側
か
ら
限
定
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、

日
本
の

民
権
運
動
が
、

い

か
に

早
産
で

は
あ

れ
、

ブ
ル

ジ
ョ

ア
民
主
主
義
革
命
運
動
と
い

う
歴
史
的
性
格
を
も
っ

て
い

た
こ

と
を
物
語
っ

て
い

る
。

し
た
が
っ

て
、

自
由
と
民
権
の

思
想
は
、

ま

ず
何
よ
り
も
政
治
の

思
想
で

あ
っ

た
。

県
下
民
権
派
の

憲
法
構
想
に

こ

め
ら
れ
た
思
想
の

検
討
か
ら
は
じ
め
る
の

も
そ
の

た
め
で

あ
る
。

自
由
民
権
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思
想
が
政
治
思
想
に

限
定
さ
れ
て
い

た
わ
け
で

は
な
い
。

そ
の

中
に
は
、

人
間
解
放
の

思
想
、

文
化
運
動
の

思
想
、

経
済
思
想
、

法
思
想
も
含
ま
れ

て
い

る
。

も
っ

と
も
、

こ

の

よ
う
な
思
想
の

全
体
を
、

個
人
の
レ

ベ

ル

か
ら
社
会
思
想
に
い

た
る
ま
で

過
不
足
な
く
書
く
こ

と
は
困
難
で

あ
る
し
、

研
究
も
そ
こ

ま
で

は
進
ん
で

い

な
い

よ
う
で

あ
る
。

こ

こ

で

は
、

今
は
す
っ

か

り
有
名
に

な
っ

た
『
五
日
市
憲
法
草
案
』
に
、

や
や
詳
細
な
考
察
を

加
え
て

み
る
こ

と
に

主
眼
を
置
こ

う
。

そ
し
て

最
後
に
、

県
下
民
権
思
想
の

問
題
点
の

根
源
を
、

人
民
に

対
す
る
認
識
の

あ
り
方
に

も
と
め
て

述
べ

て

み
る
。

と
こ

ろ
で
、

当
時
の

人
び
と
は
、

民
権
思
想
を
た
ん
に

先
進
的
な
異
文
化
の

輸
入
の

問
題
と
し
て

と
ら
え
て
い

た
の

で

あ
ろ
う
か
。

こ

れ
は
、

ま

だ
解
明
さ
れ
た
と
は
い

え
な
い

難
問
で

あ
る
。

さ
し
あ
た
り
こ

こ

で

は
、

た
ん
な
る
輸
入
思
想
と
し
て

受
け
入
れ
た
の

で

は
な
く
、

民
権
思
想
を
世

界
に

普
遍
的
な
も
の
、

人
類
一

般
の

問
題
と
し
て

と
ら
え
て
い

た
と
考
え
て

お
こ

う
。

五
日
市
町
の

豪
農
深
沢
権
八
が
、

百
姓
一

揆
を
民
権
運
動
の

先
駆
と
し
た
『
朝
野
新
聞
』
の

記
事
を
書
き
と
め
た
の

も
、

新
潟
県
の

小
豪
農
小
山
宋
四
郎
が
請
願
権
を
フ

ラ
ン

ス

だ
け
で

な
く
日
本
を
含
め
た
普

遍
的
な
も
の

と
認
識
し
て
い

た
の

も
、

そ
の

よ
う
な
一

例
と
し
て

あ
げ
る
こ

と
が
で

き
よ
う
。

少
し
後
の
一

八
八
八
（
明
治
二

十
一

）
年
に

な
る
が
、

久
永
廉
三
『

暁鐘一声
国
会
之
燈
籠
』
に

も
、

「
史
上
の

変
遷
に

熟
察
せ
ば
、

吾
が
東
洋
社
会
と
て

も
、

人
民
国
政
の

主
権
者
た
る
の

実
は
、

異
名
に

し
て

暗
々

の

間
に

存
在
具
備
せ
る
所
以
を
信
認
す
る
に

足
る
べ

し
」
と
あ
り
、

人
民
主
権
説
の

よ

う
な
普
遍
的
な
政
治
思
想
が
東
洋
に

も
異
な
っ

た
言
い

方
で

は
あ
る
が
存
在
し
て
い

る
と
主
張
し
て
い

る
。

普
遍
的
な
思
想
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の

地
域

に

固
有
の

姿
を
と
っ

て

あ
ら
わ
れ
て
い

る
と
い

う
考
え
方
は
、

当
時
か
ら
あ
っ

た
こ

と
が
推
測
さ
れ
る
の

で

あ
る
。

こ

の

よ
う
な
思
考
を
可
能
に

し

た
歴
史
的
条
件
は
、

県
下
の

例
で

い

え
ば
、

丸
山
教
の

親
神
の

よ
う
な
高
度
に
抽
象
的
な
唯
一

神
を
創
造
し
た
登
戸
の

農
民
伊
藤
六
郎
兵
衛
に

見
ら

れ
る
よ
う
に
、

農
民
層
の

な
か
に

す
で
に

蓄
積
さ
れ
て
い

た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
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二
　
憲
法
構
想

肥
塚
龍
の
一

院
制
論

肥
塚
龍
は
、

兵
庫
県
に

生
ま
れ
、

一

八
七
二
（
明
治
五

）
年
に

上
京
し
た
。

肥
塚
が
横
浜
に

居
を
移
し

た
の

は
、

一

八
七

五
（
明
治
八

）
年
十
二

月
、

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
の

編
集
主
任
だ
っ

た
島
田
三
郎
が
、

元
老
院
書
記
官
に

任
官
し
た
た
め
、

島
田
三
郎
の

養
父
で

同
新
聞
の

実
権
者
で

あ
っ

た
島
田
豊
寛
の

す
す
め
で
そ
の

後
任
に

入
っ

た
た
め
で

あ
る
。

肥
塚
は
一

八
八
二

年
に

横
浜
で

県
会

議
員
に

選
出
さ
れ
て
い

る
（
松
尾
章
一

『
自
由
民
権
思
想
の

研
究
』）。

良
く
知
ら
れ
て
い

る
よ

う
に
、

彼

は
ま
た
著
名
な
立
憲
改
進
党
員
で

あ
っ

た
。

肥
塚
の

「
国
会
論
」
が
紙
面
を
飾
る
の

は
、

一

八
七
九
（
明
治
十
二

）
年
十
一

月
二
十
一

日
か
ら
で

あ

る
。

こ

の

年
、

『
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
沼
間
守
一

に

買
わ
れ
て

東
京
に

移
転
し
、

十
一

月
十
八
日
か
ら『
東

京
横
浜
毎
日
新
聞
』と
改
題
し
た
か
ら
、

そ
の

直
後
に

連
載
さ
れ
た
こ

と
に

な
る
。

国
会
を
「
経
国
ノ
一

大
要
器
」
と
と
ら
え
た
肥
塚
は
、

近
年
、

民
権
論
者
が
国
会
開
設
を
要
求
す
る
だ
け
で
、

ど
の

よ
う
な

方
法
で

開
設
す
る
の

か
、

ど
の

よ
う
な
内
実
を
も
っ

た
国
会
を
開
設
す
る
の

か
に
つ

い

て
は
意
見
が
聞
か
れ
な
い

と
指
摘
し
、

た
ん
に

欧
米
の

国
会

を
そ
の

ま
ま
模
範
と
す
る
の

で

は
な
く
人
情
、

風
習
、

法
律
、

知
識
を
考
慮
し
て

主
体
的
に

構
想
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
述
べ

て
い

る
。

こ

の

翌

年
に

国
会
開
設
の

建
白
書
・

請
願
書
提
出
の
ピ
ー
ク
が
来
る
こ

と
を
思
え
ば
、

彼
の

見
解
は
ま
こ

と
に

卓
見
で

あ
る
。

「
国
会
論
」
の

冒
頭
で
、

「
国

会
ト
ハ

一

国
人
民
ノ

集
会
ナ
リ
一

国
主
権
ノ

集
ル

所
ナ
リ
」
と
書
い

て
い

る
か
ら
、

肥
塚
は
議
会
主
権
説
者
で

あ
っ

た
と
推
察
さ
れ
る
。

つ

い

で

彼

は
、

欧
米
の
二

院
制
に
つ

い

て

略
述
し
た
上
で
、

日
本
に
一

局
議
院
（
一

院
制
国
会
）
が
妥
当
で

あ
る
こ

と
を
つ

ぎ
の

よ
う
に

説
明
し
た
。

二
院
制
の

肥塚龍
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場
合
、

下
院
（
衆
議
院
）
の

ほ
か
に

貴
族
院
・

元
老
院
・

上
院
の
い

ず
れ
か
が
置
か
れ
る
こ

と
に

な
る
。

ま
ず
貴
族
院
か
ら
検
討
し
て

み
る
と
、

日

本
の

現
在
の

貴
族
は
、

土
地
所
有
に
お
い

て

は
一

般
人
民
に

ま
さ
る
が
、

も
は
や
封
建
社
会
と
異
な
り
、

土
地
所
有
だ
け
で

は
「
政
権
ヲ

出
ス

ノ

資

本
」
と
な
ら
な
い
。

ま
た
、

知
識
の

面
か
ら
み
て

も
、

貴
族
は
人
民
よ
り
す
ぐ
れ
て
い

る
と
は
い

え
な
い
。

こ

の

よ
う
に
、

実
際
上
の

価
値
を
も
た

な
い

貴
族
院
を
日
本
に

設
け
る
な
ら
ば
、

「
無
用
ノ

政
堂
」
と
な
る
。

つ

ぎ
に

元
老
院
の

場
合
で

あ
る
が
、

国
家
に

功
労
の

あ
っ

た
元
老
を
議
員
に

選
出
す
る
基
準
を
ど
う
設
け
た
ら
よ
い

の

だ
ろ
う
か
、

ま
た
、

「
才
学
兼
備
」
の

者
を
元
老
院
議
員
に

す
る
と
い

う
な
ら
ば
、

下
院
は
「
才
識
浅
薄

ノ

士
」
の

集
合
と
な
る
で

あ
ろ
う
。

そ
れ
で

は
米
国
の

よ
う
な
上
院
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。

こ

の

場
合
、

上
下
二

院
の

選
出
方
法
を
異
に

せ
ざ
る
を

得
な
い

が
、

そ
う
す
る
と
両
院
の

議
員
間
に

精
粗
の

差
を
生
じ
、

結
局
下
院
が
「
粗
悪
」
に

な
る
。

ま
た
、

財
政
の

観
点
か
ら
見
る
と
き
、

一

院
制

の

方
が
税
負
担
が
軽
く
な
る
か
ら
、

国
民
は
一

院
制
を
希
望
す
る
で

あ
ろ
う
。

こ

の

よ
う
に

し
て
、

肥
塚
は
日
本
に
一

院
制
が
実
現
す
る
こ

と
を
期

待
し
た
の

で

あ
る
。

選
挙
権
に
つ

い

て

は
、

普
通
選
挙
権
が
理
想
で
は
あ
る
が
、

現
在
の

と
こ

ろ
、

英
国
ほ
ど
で
は
な
い

に

し
て

も
多
少
の

財
産
制

限
を
設
け
ざ
る
を
え
な
い
、

と
し
て
い

る
。

し
か
し
、

被
選
者
に
つ

い

て
は
、

思
想
・

知
識
・

才
能
が
大
切
な
の

で

あ
る
か

ら
、

そ
の

資
格
に

財
産

制
限
を
つ

け
る
べ

き
で
は
な
い

と
し
た
（
松
尾
前
掲
書
、

資
料
編
13

近
代
・

現
代
⑶
二

五

）。
良
く
知
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、

嚶
鳴
社
憲
法
草
案
は
二
院

制
を
と
っ

て
い

る
か
ら
、

同
グ
ル

ー
プ
の

中
で

肥
塚
の
一

院
制
論
は
個
人
的
見
解
の

色
彩
が
濃
い

も
の

で

あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

埋
も
れ
て
い

た
憲
法
草
案

い

ま
は
す
っ

か
り
有
名
に

な
っ

た
こ

の

憲
法
草
案
は
、

一

九
六
八
（
昭
和
四
十
三

）
年
の

夏
に

発
見
さ
れ
る

ま
で
、

西
多
摩
郡
五

日
市
町
深
沢
の

深
沢
家
跡
に
の

こ

る
土
蔵
の

二
階
に
、

八
十
七
年
間
、

ひ
っ

そ
り
埋
も
れ
て
い

た
。

色
川
大
吉
氏
を
中
心
と
す
る

研
究
グ
ル

ー
プ
に

よ
っ

て

発
見
さ
れ
た
こ

の

憲
法
案
は
、

薄
い

上
質
の

和
紙
に

清
書
さ
れ
て

お

り
、

「
葉
卓
」
の

朱
印
が
四
か

所
に

お

さ
れ
て

い

る
。

「
日
本
帝
国
憲
法
」
と
標
題
が
あ
り
、

「
陸
陽
仙
台
千
葉
卓
三
郎
草
」
と
起
草
者
名
が
書
か
れ
て
い

る
。

し
か
し
、

そ
の

後
の

色
川
氏
ら
の

共
同

研
究
に
よ
り
、

こ

の

憲
法
案
は
、

た
ん
に

千
葉
卓
三
郎
個
人
が
構
想
し
た
草
案
で
は
な
く
、

五
日
市
に

成
立
し
た
学
習
結
社
が
共
同
で

創
造
し
た
も
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の

で

あ
り
、

そ
の

成
果
を
千
葉
が
ま
と
め
た
も
の

で

あ
る
こ

と
が
わ
か
っ

て

き
た
。

色
川
グ
ル

ー
プ
に

よ
り
、

「
五
日
市
憲
法
草
案
」
と
い

う
名
称

が
与
え
ら
れ
た
理
由
も
そ
こ

に

あ
る
。

今
日
、

大
日
本
帝
国
憲
法
に

先
立
つ

明
治
前
期
の

憲
法
案
が
発
見
さ
れ
る
こ

と
は
学
界
で

も
ま
れ
で

あ
る
。

し
か
し
、

そ
の
こ

と
だ
け
で
こ

の

草

案
が
貴
重
な
の

で

は
な
い
。

五
日
市
憲
法
草
案
を
有
名
に

し
た
理
由
は
、

民
衆
的
性
格
を
も
つ

草
案
の

集
団
的
な
創
造
過
程
が
ほ
ば
解
明
さ
れ
た
こ

と
に

あ
り
、

ま
た
同
案
が
詳
細
な
人
権
保
障
規
定
を
持
つ

と
い

う
思
想
性
の

高
さ
に

あ
る
。

す
で
に
こ

の

憲
法
草
案
に
つ

い

て

は
、

色
川
大
吉
・

江

井
秀
雄
・

新
井
勝
紘
『
民
衆
憲
法
の

創
造
』、
つ

い

で
、

い

っ

そ
う
研
究
を
前
進
さ
せ

た
新
井
勝
紘
「
民
衆
憲
法
の

創
造
・

解
説
」（『
三

多
摩
自
由

民
権
史
料
集
』上
巻
）
と
い

う
研
究
成
果
が
あ
る
。

そ
れ
で
は
こ

の

特
色
あ
る
憲
法
案
を
紹
介
し
、

そ
の

検
討
を
と
お
し
て

同
時
期
の

憲
法
案
中
に

お

け
る
位
置
づ
け
を
行
っ

て

み
た
い
。

特
色
あ
る
五
日

市
憲
法
草
案

五
日
市
憲
法
草
案
は
、

全
文
二

百
四
か
条
か
ら
な
り
、

つ

ぎ
の

よ

う
な
編
別
構
成
を
持
つ
。

下
段
は
同
案
が
参
考
に

し
た

「
嚶
鳴
社
憲
法
草
案
」（
仮
題
）
で

あ
る
（
嚶
鳴
社
案
に
つ

い

て

は
江
井
秀
雄
「
嚶
鳴
社
憲
法
草
案
の

研
究
」『
民
衆
憲
法
の

創
造
』、
江

村
栄
一

「
嚶
鳴
憲
法
草
案
の

確
定
お
よ
び
国
会
期
成
同
盟
本
部
報
の

紹
介
」『
史
潮
』
一

一

〇
・

一

一

一

号
参
照
）。

日
本
帝
国
憲
法
（
五
日
市
憲
法
草
案
）（
原
標
題
不
明
・

「
嚶
鳴
社
憲
法
草
案
」）

第
一

編
　
国
帝
　

第
一

編
　
皇
帝

第
一

章
　
帝
位
相
続
　

第
一

款
　
帝
位
相
続

第
二

章
　
摂
政
官
　

第
二

款
　
摂
政

第
三
章
　
国
帝
ノ

権
利
　

第
三
款
　
皇
帝
ノ

権
利

第
二

編
　
公
法

（
以
下
編
款
を
欠
く

）
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